
平成１９年度事業報告書

平成２０年６月２６日

社団法人日本農業法人協会

Ⅰ．会員数・都道府県組織等の動き

１．会員数

○３月31日時点で１,７１９会員となっている。昨年３月末に比べ９会員

の増加となっている （決算書上の会員数は１,７１３会員）。

２．都道府県組織会長（運営委員）の交代（敬略称）

○兵庫 （新）弓削 忠生（有）箕谷酪農場（弓削牧場）

米口グリーンナーセリー（旧）米口 守 （有）

○和歌山（新）田中 雅文（有）農園紀の国

（旧）秋竹 新吾（株）早和果樹園

○石川 （新）岸 省三 加賀フルーツランド

（旧）番場 睦夫（有）ばんば

○島根 （新）藤原 一利 （有）コスモ21

（旧）渡部 祐久（有）三和農産

○福岡 （新）花田 信一 朝倉物産（株）

（旧）松藤 富士子 （農）モアハウス

○鹿児島（新）清水 克己 清水園芸（株）

（旧）本田 信一 （農）南州農場

○沖縄 （新）大城 浩明 （有）トロピカルファームたまぐすく

（旧）渡久地 政行 （有）水耕八重岳

○静岡 （新）稲吉 正博 （有）ハニーポニック

（旧）青木 善明 （有）青木養鶏場

○富山 （新）鍋島 太郎 （有）ドリームファーム

（旧）島 哲雄 （有）仁光園

３．役員の異動

○ ３月６日付けで、菊池健久氏（全国農業協同組合連合会常務理事）

が理事辞任

○ 同日付けで、神出元一氏（全国農業協同組合連合会常務理事）が理

事就任

○ ３月31日付けで、稲垣照哉氏（日本農業法人協会常務理事）が理事

辞任



○ ４月１日付けで、砂田嘉彦氏（全国農業会議所総務部付次長）が理

事就任（常務理事）

４．アグリサポート（ＡＳＣ）会員の動き

○ ３月31日現在、個人２名、企業46社

Ⅱ．会議の開催状況

１．総会

６月28日（木）第17回総会（東京ベイ 有明ワシントンホテル）

３月６日（木）第18回総会（浅草ビューホテル）

２．役員会

６月12日（火）第28回役員会（蚕糸会館）

○協議事項：第17回総会議案について 他

７月13日（金）～14日（土）会員選出役員会（網代高風荘）

○協議事項：協会事業・組織構成について 他

８月16日（木）会員選出役員会（34 ビル１階会議室）MT
○協議事項：委員会等の構成について、農政情勢に

ついて、協会設立の経緯確認 他

11月19日（月）会員選出役員会（34 ビル５ 会議室）MT F
○協議事項：委員会・部会等の進め方について、

最近の農政情勢と協会事業の取組みについて

２月14日（木）第29回役員会（ ビル8 会議室）JA F
○協議事項：第18回総会議案について 他

３．運営委員会

５月29日（火） 第23回運営委員会（蚕糸会館 第１・第２会議室）

○協議事項

（ ）①第17回総会提出予定議案 平成18年度事業報告・同決算等

②理事・監事選出の件について

③「新たなビジョン」の策定について 他

（ ） （ ） （ ）９月21日 金 ～22日 土 第24回運営委員会 東京グランドホテル

○協議事項

①委員会・部会での検討事項確認等

②本年度の事業推進について

③農政情勢について 他



１月30日（水） 第25回運営委員会（新公庫ビル1階会議室）

○協議事項

（平成19年度補正予算・平成20年①第18回総会提出予定議案

度事業計画・予算等）

②役員改選の進め方について 他

４．三役会議

４月12日（木） 第22回三役会議（第２会議室）

○協議事項

①ﾋﾞｼﾞｮﾝ行動計画に盛り込むべき事項・当面のｽｹｼﾞｭｰﾙ

②次期役員改選のあり方について

５月10日（木） 三役電話会議

○協議事項

①会議等日程の予定について

②役員改選の進め方について

９月11日（火） 三役電話会議

○協議事項

①第24回運営委員会の進め方について

②委員会・部会のメンバー構成について 他

10月30日（火） 拡大三役電話会議

○協議事項

当協会の農地制度に関する見解取りまとめについて

12月25日（火） 三役電話会議

○協議事項

農地制度施策に関する報告と今後の展開について

１月18日（金） 第23回三役会議（第2会議室）

○協議事項

平成20年度事業・予算について

５．監事会

５月26日（土） 第９回監事会（第２会議室）

６．委員会・部会等

４月18日（水） 「輸出促進委員会電話会議」

○輸出促進関連事業の受託について検討

４月20日（金） 「食料自給率向上委員会電話会議」

○ビジョン行動計画策定の検討

４月20日（金） 「第３回外国人研修制度委員会 （第２会議室）」



○ビジョン行動計画策定の検討、制度および労働者受入

に関する考え方について

４月21日（土） 「第15回経営委員会 （第２会議室）」

○ビジョン行動計画策定の検討、今後の活動方針など

４月21日（土） 「基本政策委員会正副委員長電話会議」

○ビジョン行動計画策定の検討、今後の取組方針など

４月23日（月） 「金融税制委員会電話会議」

○ビジョン行動計画策定の検討、委員会での取組事項について

４月23日（月） 「基本政策委員会電話会議 （第１会議室）」

○ビジョン行動計画策定の検討

４月24日（火） 「第17回組織委員会 （第２会議室）」

○協会組織の枠組み等の検討について

５月22日（火） 「食料自給率向上委員会 （第１会議室）」

○ビジョン行動計画策定の検討、委員会での取組事項に

ついて

５月23日（水） 「組織委員会ワーキンググループ （第２会議室）」

○組織委員会提案の草案作成について

５月24日（木） 「ビジョンプロジェクトチーム会合・政策委員会合

同電話会議」

○ビジョン行動計画策定の取りまとめについて

６月６日 水 農地制度委員会・土地利用型農業部会合同会議 １（ ） 「 」（

階会議室）

○農地政策の見直しについて

９月21日（金） 第24回運営委員会において新たな委員会・部会が設

立。運営委員が各委員会・部会に別れ、バスセッション

形式によるミーティングを実施。

10月４日（木） 「農地制度部会 （第2会議室）」

○農地政策の見直しについて

10月18日（木） 「農地制度部会 （第2会議室）」

○農地政策の見直しに関する意見取りまとめについて

11月８日（木） 「人材育成部会 （第2会議室）」

○これまでの確認と、今後の部会運営について

11月13日（火） 「競争力強化研究部会 （第2会議室）」

○本部会の協議事項の確認、部会運営について

11月20日（火） 「金融税制部会 （第2会議室）」

○本部会の協議事項の確認、部会運営について



11月21日（水） 「社会的責任研究部会 （第2会議室）」

○本部会の協議事項の確認、部会運営について

11月21日（水） 「食農融和研究部会 （第2会議室）」

○本部会の協議事項の確認、部会運営について

11月26日（月） 「組織・事業推進委員会 （愛宕山弁護士ビル）」

○本部会の協議事項の確認、部会運営について

12月12日（水） 「外国人制度部会 （第2会議室）」

○本部会の協議事項の確認、部会運営について

１月21日（月） 「組織・事業推進委員会 （第2会議室）」

○役員改選について、取り組むべき課題の確認等

２月９日（土） 「組織・事業推進委員会 （第2会議室）」

○協会事業のあり方、新しい事業の計画等

２月29日（金） 「競争力強化研究部会 （鳳明館本館）」

○協会事業のあり方、新しい事業の計画等

７．ブロック交流会

６月20日（水）～21日（木）北海道・東北ブロック交流会（山形）

７月31日（火）～８月１日（水）東海ブロック交流会（三重）

９月19日（水）～９月20日（木）四国ブロック交流会（高知）

10月10日（水）～10月11日（木）近畿ブロック交流会（奈良）

※「全国秋季セミナー なら」と併催in
11月5日（月）～11月6日（火）九州・沖縄ブロック交流会（佐賀）

12月13日（木）～12月14日（金）北信越ブロック交流会（長野）

１月16日（水）～1月17日（木）中国ブロック交流会（広島）

２月８日（金）～２月９日（土）関東ブロック交流会（千葉）

８．都道府県農業法人組織事務局主任者会議

４月24日（火） 蚕糸会館 第1会議室

○協議事項：農業法人組織の運営について

①19年度の重点課題

②19年度当協会の事業計画・予算

９．セミナー

○６月29日（金）夏季セミナー（有明ワシントンホテル）

○10月10日（水）11日（木） 秋季セミナー（奈良県奈良市）

○３月７日（金）春季セミナー（浅草ビューホテル）



10．自主的研究会等の開催支援

① ５月22日（火）若手の会 準備会合 （協会事務所内）

② ６月６日（水）土地利用型農業部会（農地制度委員会との合同開

催 （１階会議室））

③ ６月21日（木）若手の会 準備会合 （協会事務所内）

（ ） （ ）④ ６月29日 金 やまと凛々アグリネット勉強会 有明ワシントンホテル

⑤ ６月29日（金）若手の会 （有明ワシントンホテル）

⑥ ９月22日（土）資源環境研究会 （第２会議室）

⑦ 10月10日（水）資源環境研究会 （奈良県新公会堂）

（ ） （ ） （ ）⑧ 11月12日 月 ～13日 火 やまと凛々アグリネット視察研修会 京都

⑨ 11月27日（火）資源環境研究会 （長野・アグリコ）

⑩ 11月28日（水）GAP導入推進研究会 （1階会議室）

⑪ ３月６日（木）やまと凛々アグリネット勉強会（浅草ビューホテル）

⑫ ３月６日（木）資源環境研究会（浅草ビューホテル）

Ⅲ具体的な活動状況

（Ⅰ）調査・情報活動

１．調査活動

（１）会員基礎調査 ８月11日

（２）輸出に関する基礎調査 4月12日

（３）担い手への対応強化に関するアンケート（ 全中） 4月17日JA
（４）農業用車両の公道走行に関するアンケート 6月27日

（５）18年産米に係る実態調査 8月15日

（６）農地政策の見直しについて（意見募集） 10月9日

「農地政策改革」並びに「農政改革見直し」に向けた緊急意向調査 10月9日（７）

（８）知的財産に関する意向調査 2月19日

（９）農業法人のＪＡ非常勤役員の実態調査 3月21日

２．情報活動

（１ 「アグリビジネス経営塾」を作成・発信）

○ 第329号（2007年４月９日号）から第353号（2008年３月21日号）まで

発行。



（Ⅱ）提案・提言活動

１ 政策提言等を取りまとめ．

（１ 「日本農業法人協会における農産物等の輸出促進に係る取組みについ）

て （５月２２日自民党「日本の農産物等の輸出を飛躍的に推進する」

会」にて表明）

（２ 「農地改革の主な論点 （５月３０日農林水産省に提出）） 」

（ ）「 」（ ）３ 優良農地の確保について ６月４日農林水産省農村振興局に提出

（４ 「農政問題について （８月１日日本経済団体連合会農政問題委員会） 」

との意見交換）

（５ 「担い手の事業継承等に係わる政策支援に関する意見 （８月２日農） 」

林水産省経営局に提出）

（６ 「農地政策に対する法人協会の見解 （１０月３１日農地政策に関す） 」

る有識者会議専門部会に提出）

（７ 「平成２０年度税制改正要望 （１０月１７日自由民主党農林部会・） 」

総合農政調査会・林政調査会・農林水産関係団体委員会・農政推進

協議会合同会議に提出）

２．農林水産省・政党等との意見交換、審議会・研究会等への会員の参加等

各種審議会等へ代表が委員等として参画、農業法人としての意見を表明

（１）食料・農業・農村政策審議会

４月14日（金）同 審議会（駒谷信幸会員）

７月12日（木）同 審議会（藤岡茂憲副会長）

７月30日（月）同 食料部会（藤岡茂憲副会長）

９月７日（金）同 企画部会（藤岡茂憲副会長・平田克明会員）

11月13日（火）同 企画部会（藤岡茂憲副会長・平田克明会員）

11月30日（金）同 食料部会（藤岡茂憲副会長）

３月19日（水）同 企画部会（藤岡茂憲副会長・平田克明会員）

３月26日（水）同 食料部会（藤岡茂憲副会長・平田克明会員）

（２）食料自給率向上協議会

５月28日（月 （長谷川会長））

９月20日（木 （稲垣前常務））

（３）農地政策に関する有識者会議(忠前副会長）

４月12日（木）

４月26日（木）

５月24日（木）

８月24日（金）



10月31日（水）

（４）農地政策に関する有識者会議 専門部会(忠前副会長）

１月30日（火）

２月20日（火）

３月１日（木）

３月23日（金）

（５）農林水産物等輸出促進全国協議会等への参画

５月22日（火 「日本の農産物の輸出を飛躍的に推進する会」）

（野村専務）

５月25日（金）農林水産物等輸出促進全国協議会総会（会長・

数納）

（ ）「 （ ）６月７日 木 国産食肉輸出連絡協議会設立説明会 数納・高須

（ ）「 （ 、６月21日 木 日本食レストラン海外普及推進機構設立発起人会 会長

高須）

平成１９年度農林水産物等輸出促進支援事業（農林水産物等輸出

促進対策事業）を受託。

○８月19日（日）～23日（金）農林水産物等輸出促進支援事業・

輸出環境調査（香港・台湾）伊藤秀雄理事を団長とし、会員11

名が参加

○９月３日（月）～６日（木）農林水産物等輸出促進支援事業・

輸出環境調査（シンガポール）柏崎進一青森県農業法人協会会

長を団長とし、会員10名が参加

○10月４日（木）国産食肉輸出連絡協議会 第１回牛肉部会

○１月25日（金）海外販売促進セミナー（34 ビル1 会議室）MT F
○２月８日（金 「日本の農産物の輸出を飛躍的に推進する会 総）

会 （吉川幸人氏・野村専務）」

○２月18日（月）～21日（木）農産物輸出商談会（香港）伊藤秀

雄理事を団長とし、会員17名が参加

○２月21日（木）～23日（土）農産物輸出商談会（台湾）井尻

弘監事を団長とし、会員９名が参加

（ ） （ ） （ ）○３月３日 月 ～６日 木 農産物輸出商談会 シンガポール

岩見悦明理事を団長とし、会員13名が参加

（６）中小企業施策との連携に関する勉強会

（ ）「 」 （ 、４月20日 金 岐阜・明宝レディース 現地調査 香山勇一会員

降矢セツ子会員、久川英昭会員、稲垣前常務）



５月11日 金 中小企業庁・中小機構・農林水産省との勉強会 稲（ ） （

垣前常務）

８月30日（金）中小機構・農林水産省とのミーティング（稲垣前

常務）

10月19日（金）中小機構・農林水産省とのミーティング（稲垣前

常務）

10月26日 金 中小企業庁・中小機構・農林水産省との勉強会 稲（ ） （

垣前常務）

（ ） （ ） （ ）11月29日 木 ～30日 金 中小企業支援施策連携研究会 石川

（稲垣前常務・数納）

1月24日（木）中小企業支援施策連携研究会（宮城 （稲垣前常務）

・数納）

1月11日（金 （独）中小企業基盤整備機構との業務提携締結）

1月25日（金）東北ブロック法人現地調査（宮城 （稲垣前常務・）

数納）

（７） 普及推進への対応GAP
○５月14日（月）ＪＧＡＰ審査員研修への参加（高須）

（ ） （ ） （ ）○５月19日 土 ～20日 日 ＪＧＡＰ指導員研修への参加 名取

○６月15日（金）第１回ＧＡＰ手法導入・推進会議（野村専務・高

須）

○６月22日 金 ～23日 土 研修会 高（ ） （ ） （EUREPGAP（ ）ユーレップGAP

須）

GAP○６月27日（水）～28日（木）実践企業的経営体養成研修にて

研修（山中課長）

○７月20日（金） 審査同行（愛知田原市 （高須・名取）JGAP ）

○９月27日 木 ～28日 金 畜産研修会 高（ ） （ ） （EUREPGAP（ ）ユーレップGAP

須）

○11月28日（水）GAP導入推進研究会 （1階会議室）

○２月14日（木）GAP導入研修会 （和歌山 （高須））

（ ） （ ） （ ）（ ）○２月24日 日 ～25日 月 GAP導入研修会 新潟 高須・名取

○２月26日（火）GAP導入研修会 （岩手 （高須））

GAPとその導入推進につ○３月７日（金）春季セミナー第3分科会「

（浅草ビューホテル）いて」の開催

○３月12日（水）GAP導入研修会 （三重 （高須））

GAP全国大会への参加 （東京大学）○３月26日（水）



（８）意見交換等

① ４月25日 水 認定農業者制度に関する経営局長との意見交換 梅（ ） （

津鐵市 山梨県会長）

② ５月７日（月）自民党 農地スタディーチーム（忠前副会長・稲

垣前常務）

（ ）③ ６月７日 木 赤城農林水産大臣との面談（ ） 長谷川会長・野村専務

④ ８月１日（水）日本経団連 農政問題委員会との懇談会（会員選

）出理事・忠聡会員 北村凱男会員・二宮伊作会員

⑤ ８月２日（木 「担い手の事業継承等に係わる政策支援」に関する）

駒谷信農林水産省経営局経営政策課との意見交換（

幸氏・藤岡茂憲氏・井尻弘氏・梅津鐵市氏・忠聡氏・藤田

毅氏・北村歩氏・平田克明氏・牧秀宣氏・間和輝氏・新福

秀秋氏）

⑥ ９月17日（月）日本経団連 農政問題委員会 現地視察対応

（茨城県・ 株） （株）みずほ （有）アグ（ 、 、TEDY
リ山崎を視察）

⑦ １月31日（木）経営政策に関する今井審議官との意見交換

（藤岡茂憲氏・井尻弘氏・忠聡氏・牧秀宣氏・新福秀秋氏

・楠田喜熊氏）

３．農林中央金庫・ＪＡバンク中央本部委員への就任

（ ） （ 、○６月27日 火 北村歩前監事が農林中央金庫経営監理委員に就任 以後

毎月1回のペースで委員会開催）

（Ⅲ）研修・教育活動

１．農業法人全国セミナーの開催

○ 夏季は６月29日（金）に東京ベイ 有明ワシントンホテルにて、春季

は３月７日（金）に浅草ビューホテルにて開催。

○ 秋季は奈良県農業法人協会及び近畿ブロック農業法人協会との共催に

より10月10日（水）～11日（木）に奈良市内にて開催。全国の農業法

人会員および関係者等244名が参加。

２．ブロック別交流会への開催支援

○ 全国８ブロックで、１ブロックあたり20万円を助成。



(Ⅳ)経営改善支援活動

１．農業経営診断事業の実施

無担保・無保証人の「スーパーＬ円滑化貸付・法人特例枠」を希望する

法人に対して経営診断を実施

【表１】年度別経営診断実施法人数の推移

平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度

１１８法人数 ３６ ５７ ４９

ＡＳＣ会員の三菱東京ＵＦＪ銀行が、当協会の会員限定で、かつ当協会

の経営診断（円滑化の診断含む）を金利優遇要件とした融資商品の取扱い

を開始（会員証明延べ7件発行・3/31現在）

２．従業員等を対象とした会員限定の「傷害保険制度」を推進（10月１日年

度更新、131会員、1,366人が加入申込 。）

【表２】年度別傷害保険加入利用会員数・利用者数の推移

平成17年度 平成18年度 平成19年度

１３１利用会員数 １４８ １３５

利用者数 １,５４０ １,４９５ １,３６６

３．会員限定「食品あんしん制度」を推進

【表３】年度別食品あんしん補償制度利用会員数の推移

平成17年度 平成18年度 平成19年度

１４利用会員数 ７ １２

４．農業法人サポートリース活動の具体化に向けた検討

○協同リース（株）と提携して「かんたんサポートリース」を制度化

○1月30日(水)第25回運営委員会にてオートリース事業を制度化。

５．農業セーフティネット支援活動の具体化

○「農業版天候デリバティブ」定型商品として 「低温リスク補償制度」を提、

供 「台風リスク補償制度」を提供。、

６．取引先信用調査

○会員が新規に商取引を行う前に、相手企業の情報を得るための調査（調

査概要把握は原則無料 。平成１９年度１５３件の依頼に対応。）



７ 「実践企業的経営体養成研修」で法人経営者や幹部候補者等の担い手養成．

のための研修会を計６回実施（全６回で１１６名が参加 。）

８．マッチング事業への取組

以下の各展示会等にて出展の支援を実施。

○４月４日（水）～６日(金)第1回グルメ＆ダイニングスタイルショー（東

京・有明ビッグサイト）

（ ） （ ）○８月28日 火 ～29日(水)アグリフード 東京・有明ビッグサイトEXPO
○10月10日（水）～12日(金)第2回グルメ＆ダイニングスタイルショー（東

京・有明ビッグサイト）

○11月21日（水）加工・業務用野菜産地と実需者との交流会（東京・産業

貿易会館）

○２月19日（火）～20日(水) 農畜産物商談会（東京・六本木ヒルズ）JA
）○２月26日 火 ～27日(水)アグリフード（ ） （EXPO 大阪・グランキューブ大阪

(Ⅴ) 人材確保・養成活動

１．合同会社説明会の開催を支援。全7回実施 （全国農業会議所と共催）。

【表４】各回別の出展法人数・来場者数

第１回 第２回 第３回 第４回 第５回 第６回 第７回 第８回

5月26日 6月9日 9月15日 11月17日 12月22日 2月16日 2月24日 3月15日月日

場所 大阪 東京 東京 東京 大阪 北海道 大阪 東京

梅田 池袋 池袋 飯田橋 札幌 梅田 池袋天満橋

出 展 法 25 56 46 24 36 25 31 70

人数

約450 約 660 約1060 約 620 約 580 約630 約830 約1010来 場 者

数

２．農業インターンシップ学生紹介（全国農業会議所と共催）



○ 163法人の協力を得て、学生のべ139人、社会人21人を紹介

【表５】年度別受入法人数・学生数の推移

平成17年度 平成18年度 平成19年度

受入法人数 198 207 163

（21）学生数 153 183 139（社会人）

67 74 56実際に受入した法人数

３．外国人技能検定試験の事前研修会の実施、357回、2,391名が受講

○ 職種別：施設園芸（1,205 、畑作・野菜（644 、養鶏（135 、養豚（139 、） ） ） ）

酪農（268）

【表６】年度別実施回数・受講者数の推移

平成15年度 平成16年度 平成17度 平成18年度 平成19年度

回 数 140 174 221 245 357

受講者数 954 1,389 1,942 2,189 2,391

４．外国人研修生の第１次受入機関として、研修生73名、技能実習生111名、

計184名を受け入れ

【表７】年度別研修生・実習生の推移

平成17年度 平成18年度 平成19年度

研修生 61 62 73

実習生 82 108 111

計 143 170 184

受入法人数 45 52 55

（Ⅵ）啓発・普及活動

１．2007年度版「日本農業法人名鑑 （会員名簿）を作成・全会員に配布」

２．農業法人キャラバン隊活動の実施（宮城・群馬・福井・和歌山・岡山

・佐賀）

３．アグリファン倶楽部活動の実施

大阪・和歌山・岡山・広島・山口の５県にて農業法人の交流・体験活

動を支援。

４．講師斡旋活動

○実績５件 （長谷川会長）９月25日 東京都

11月22日 東京都

11月29日 群馬県

12月５日 群馬県



３月19日 島根県

（Ⅶ）担い手育成総合支援活動

１．実践企業的経営体養成研修活動

。企業的に農業経営に取組む担い手の経営管理能力向上を目的とした活動

①実践企業的経営体養成研修会企画委員会の開催

○９月12日（水）第１回研修企画委員会（東京）

②実践企業的経営体養成研修会の開催

○６月27日（水）～28日（木）第１回研修会（東京）

○11月21日（水）～22日（木）第２回研修会（東京）

○12月13日（木）～14日（金）第３回研修会（熊本）

○１月22日（火）～24日（木）第４回研修会（東京）

○２月14日（木）～15日（金）第５回研修会（北海道）

○３月５日（水）～６日（木）第６回研修会（東京）

２．経営多角化・高度化支援活動

経営の多角化･高度化に取り組む担い手の事例調査を行い、報告書を作成

するとともに、シンポジウムによる啓発を行った。

①経営多角化高度化推進検討会の開催

○９月７日（金）第１回推進検討会（東京）

○２月15日（金）第２回推進検討会（東京）

②経営多角化高度化調査の実施

○10月22日（月）第１回調査（島根・松永牧場）

○10月30日（火）第２回調査（群馬・グリンリーフ）

○11月９日（金）第３回調査（大分・育葉産業）

○２月５日（火）第４回調査（京都・京都祐喜）

○３月12日（水）第５回調査（広島・アグリインダストリー）

③「経営多角化・高度化シンポジウム」を開催

○３月６日（木）東京・浅草ビューホテルにて開催

（Ⅷ）産業雇用高度化活動

○５月30日（水）～31日（金）人材育成委員会現地視察（石川）

○７月17日（火）人材育成ヒアリング（神奈川・高梨農園）

○７月23日（月）第１回雇用高度化委員会（虎ノ門パストラル）

○７月26日（木）人材育成ヒアリング（千葉・デコポン）

○７月27日（木）人材育成ヒアリング（茨城・峯ファーム）

○７月30日（月）人材育成ヒアリング（宮城・伊豆沼農産）



○８月３日（金）人材育成ヒアリング（長野・アグリコ）

○８月３日（金）人材育成ヒアリング（茨城・アグリクリエイト）

○９月28日（金）人材育成ヒアリング（栃木・アズ）

○10月４日（木）人材育成ヒアリング（茨城・シモタ農芸）

○10月５日（木）人材育成ヒアリング（愛媛・ベルグアース）

○10月12日（金）第２回雇用高度化委員会（虎ノ門パストラル）

○10月16日（火）人材育成ヒアリング（鹿児島・日野洋蘭園）

○11月15日（木）人材育成ヒアリング（徳島・新居バイオ花き研究所、ア

グリベスト）

（ ） （ ）○11月28日 水 産業雇用高度化援助事業連絡会議 アビリティガーデン

○12月25日（火）第３回雇用高度化推進委員会（虎ノ門パストラル）

○２月６日（水）人材育成ヒアリング（長野・トップリバー）

○２月８日（金）第４回雇用高度化推進委員会（虎ノ門パストラル）

○３月６日（木）農業経営高度化セミナー（浅草ビューホテル）

（Ⅸ）組織活動強化対策

１．都道府県農業法人組織（支部）総会等への役職員の派遣

○ ４月10日（火） 茨城県役員会（野村専務）

○ ４月25日（水） 神奈川県（栗毛野前参事）

○ ４月26日（木） 和歌山県（稲垣前常務）

○ ４月27日（金） 長野県（野村専務）

○ ５月24日（木） 広島県（栗毛野前参事）

○ ６月13日（木） 福島県（野村専務）

○ ６月19日（火） 石川県（栗毛野前参事）

○ ６月20日（水） 宮崎県（稲垣前常務）

○ ６月22日（金） 沖縄県（栗毛野前参事）

○ ７月４日（水） 山口県（野村専務）

○ ７月10日（火） 岩手県（稲垣前常務）

○ ７月18日（水） 島根県（野村専務）

○ ７月26日（木） 埼玉県（稲垣前常務）

○ ７月31日（火） 茨城県（栗毛野前参事）

○ ８月２日（木） 京都府（栗毛野前参事）

（ ） （ ）○ 11月３日 土 島根県 栗毛野前参事農業法人と消費者の交流フェア

○ 11月19日（月） 福島県 （名取）県農業法人協会視察研修

○ １月17日（木） 福井県 県法人協会セミナー（稲垣前常務）



○ ２月１日（金） 宮城県 県法人協会セミナー（稲垣前常務）

○ ２月７日（木） 栃木県 県法人協会セミナー（稲垣前常務）

○ ２月22日（金） 南九州セミナー（栗毛野前参事）

○ ２月27日（水） 北海道（新井課長）

○ ２月28日（木） 鳥取県（稲垣前常務）

○ ２月29日（金） 神奈川県 県法人協会セミナー（山中課長）

○ ３月11日（水） 群馬県セミナー（野村専務）

○ ３月18日（火） 新潟県（稲垣前常務）

（Ⅹ）ビジョン行動計画の進捗について

別途報告

（Ⅺ）役職員の状況 （3月31日現在）

専務理事 １名（農林漁業金融公庫より出向）

常務理事 １名（全国農業会議所より出向）

参 事 １名（全国農業協同組合連合会より出向）

職 員 ９名

男：６名（正職員４名、契約職員１名、農林漁業金融公庫より出向１名）

女：３名（正職員１名、契約職員１名、派遣職員１名）

計 １２名


